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２学年修学旅行「京都・大阪への旅」～高校生活一番の思い出になりました！～

12月15日（月）に３年生ビジネス・コミュニケーションの授業で、「真室川町の魅力発信のためのケーキ製
作」を実施しました。生徒たちの仮想会社「真菓子屋」が、今年の夏に同生徒たちによる仮想会社「真校出版」
にて制作した絵本「まっ黒クジラと小ちゃなトンボ」をモチーフに洋菓子ケーキをつくるという取り組みです。
制作においては、ケーキ作りの専門家である佐藤育恵様（真室川町地域おこし協力隊員）のご指導とご協力を頂
きながら進めさせていただきました。お陰様で、ケーキ作りの専門的な知識と工夫がなければ到底つくることが
できないような素敵な真室川クジラとハッチョウトンボのケーキができ上がりました。また制作後には、情報コ
ンテンツの学習として絵本を背景にしたケーキの素材用写真の撮影も行いました。有意義な学びになりました。

真室川クジラとハッチョウトンボのケーキづくり～３年ビジコミュ～

12月３日（水）から５日（金）にかけて、２年生が関西（京都・大阪）への修学旅行に行ってきました。飛行
機に初めて乗る生徒も多く、初日から最終日までワクワクドキドキの旅になったようです。
初日は、伊丹空港からまっすぐ京都に向かい、嵐山・金閣寺・清水寺などを散策しました。嵐山の綺麗な景色

を眺めながらの昼食、清水寺の境内からの夕日に照らされる紅葉の眺めなど、古都の雰囲気を満喫した大満足の
１日となりました。２日目は大阪に移動し、ＵＳＪを満喫。仲間と一緒に様々なアトラクションを堪能しました。
最終日は、班別自主研修で大阪市内を散策しました。大阪城を訪れた班は、天守閣から大阪市街を見渡してその
雄大な景色に感動したそうです。昼食は、もちろん大阪名物の「お好み焼き」や「たこ焼き」に舌鼓を打ちまし
た。粉もの文化の一端に触れたこともよい思い出になったことでしょう。
生徒たちは、修学旅行の全行程を通じて、時間やルールをしっかり守り、主体的に行動できました。だからこ

そ、今回の修学旅行が大変実り多いものとなったのです。生涯忘れられない良い思い出になることでしょう。



１学年「キャリア学習講座②（企業見学）」

12月16日（火）の２年生の家庭総合の時間に、真室川
小学校３年生３３名と先生方３名をお迎えして、合同調
理実習を行いました。この取り組みは、真室川小学校３
学年担任団の先生方からお声がけいただいて今年度初め
て実現したものです。今回は、真室川小学校３年生のみ
なさんが心を込めて育て収穫した真室川町の伝承豆４種
類をすべて使った料理を協力しながらつくりました。
メニューは、豆と高菜の彩りごはん、豆腐となめこの味噌汁、野菜とベーコンの包み揚げ、ポテトサラダ、ヨー

グルトムースの５品です。どれも本当においしくできて、小学生のみなさんにも大満足してもらえたようです。

２学年「真室川小学校３年生との合同調理実習」～伝承豆のスペシャルランチタイム～

学校ＨＰ
ご覧ください

株式会社東北工材

アイ・エム・マムロ
株式会社

アヒコファインテック
株式会社

たんぽぽこども園訪問演奏会

12月24日（水）クリスマスイブに吹奏楽部のサンタク
ロースたちがたんぽぽこども園を訪問し、音楽のプレゼ
ントを届けました。勇気100％、Under the Sea、ぼよよ
ん行進曲の３曲を演奏したほか、それぞれの担当する楽
器を紹介したり、手遊びタイムなども盛り込んだりして
園児たちに喜んでもらえるように工夫しました。
現在、真室川校吹奏楽部の部員は２年生の３名しかい

ませんが、顧問・コーチなど４名の職員の後押しを受け
ながら楽しく活動しています。今年も、園児たちに素敵
なプレゼントを届けられて良かったです。

マムカップ（winter）開催！

12月19日（金）にマムカップ
（winter）を開催しました。バ
ドミントンと卓球の
２競技で紅白対抗戦
を行う体育的行事で
す。生徒全員がそれ
ぞれ体育の時間に懸
命に練習した成果を
発揮して、一生懸命
プレーしました。

３学年「保健（食育）講話」

12月５日（金）に３年生が
「キャリア学習講座」で、地元
企業の見学をさせていただきま
した。今回見学させて頂いたの
は、株式会社東北工材、アイ・
エム・マムロ株式会社、アヒコ
ファインテック株式会社の３社
です。各社の事業概要をご説明
いただいた後、工場を案内して
いただきながら製品をどのよう
に製造しているのかについても
丁寧に説明していただきました。
生徒たちは、真剣なまなざしで
工場の様子を観察するとともに、
懸命にメモを取りながら話に耳
を傾けていました。この体験が、
生徒たちが地域の産業について
の理解を深めるとともに、自ら
の進路について深く考える機会
になることを願っています。

12月５日（金）にもうすぐ社会に巣立とうとしている３
年生を対象に「食の生活習慣」を身に付けてもらおうと食
育講話を開催しました。真室川町青少年育成県民会議「教
育講演会支援事業」を活用させていただき、機能強化型認
定栄養ケアステーションD-june（だじゅね）より柿崎明美
様を講師にお迎えすることができました。前半は、食に関
するお話をしていただき、後半は湯煎でつくることができ
る料理を実習形式で教えていただきました。生徒たちが教
えていただいた通り調理を進めていくと、ほどなくして栄
養満点でおいしいクリームシチュー他３品が出来上がり、
みんなでおいしく食べました。心も体も温まる時間となり
ました。生徒たちには、食の大切さを忘れず主体的に栄養
管理ができる人になっていって欲しいと思います。
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